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一般会計決算特別委員会質疑

り
予
算
規
模
が
１
，
０
０
０
億
円
超
の

大
規
模
と
な
り
、
年
度
末
の
収
支
調
整
を

行
っ
た
結
果
と
し
て
約
11
億
円
と
な
っ

た
。
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら

の
補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
13
回
の
補
正

予
算
を
組
む
な
ど
、
必
要
な
対
策
は
行
っ

た
。
ま
た
、
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
将

来
の
市
の
発
展
を
踏
ま
え
て
計
画
的
に
進

め
て
お
り
、
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た

め
に
財
源
を
確
保
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。

度
に
研
究
、
調
査
し
、
今
年
度
策
定
し
た

「
市
有
財
産
利
活
用
方
針
」
に
基
づ
き
、

市
有
財
産
に
お
け
る
空
き
ス
ペ
ー
ス
な
ど

の
低
利
用
財
産
の
掘
り
起
し
に
努
め
、
有

効
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

2
0
2
0
年
度
の
実
質
収
支
は

約
11
億
円
と
、
例
年
を
上
回
る
黒

字
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

は
過
大
な
数
字
と
考
え
る
が
、
コ
ロ
ナ
対

策
は
十
分
に
行
っ
て
い
た
の
か
。
ま
た
、

基
金
残
高
が
こ
こ
10
年
間
で
最
高
と
な
る

合
計
229
．
５
億
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
市

民
の
た
め
の
施
策
よ
り
も
、
大
規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
の
財
源
確
保
を
優

先
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

令
和
２
年
度
の
実
質
収
支
に
つ
い

て
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
等
に
よ

問答 過
大
な
黒
字
収
支
の
理
由
は

行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
は
、
本

来
の
用
途
又
は
目
的
を
妨
げ
な
い

こ
と
を
前
提
に
認
め
ら
れ
る
が
、
効
果
的

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
財
源
の
確
保
だ
け

で
な
く
、
財
産
価
値
を
高
め
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
も
寄
与
す
る
と
考
え
る
。

例
え
ば
、
市
役
所
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
で
実

施
し
て
い
る
障
害
者
施
設
の
製
品
の
販
売

は
、
福
祉
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
。
積
極
的
な
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
活
用

を
望
む
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。市

有
財
産
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

災
害
時
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、

プ
ッ
シ
ュ
型
（
※
１
）
の
情
報
発

信
が
で
き
る
便
利
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
が
、

配
信
内
容
等
に
制
限
が
あ
り
、
最
低
限
の

情
報
し
か
発
信
で
き
な
い
。
市
民
が
必
要

な
情
報
を
入
手
す
る
の
に
、
情
報
へ
の
ア

ク
セ
ス
の
段
階
で
不
一
致
を
生
じ
さ
せ
な

い
た
め
に
、
市
総
合
ア
プ
リ
「
い
ば
ラ
イ

フ
」
が
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
よ

り
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
研
究
は
進

め
て
い
る
の
か
。

プ
ッ
シ
ュ
型
の
機
能
が
あ
る
「
い

ば
ラ
イ
フ
」
を
市
と
し
て
も
推
奨

し
て
い
る
。
本
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
根

幹
と
な
る
Ｄ
Ｘ
宣
言(

※
２)

に
お
い
て
、

重
点
分
野
と
位
置
付
け
て
い
る
、「
行
か

な
く
て
も
い
い
市
役
所
」、「
く
ら
し
の
デ

ジ
タ
ル
化
」、「
ス
マ
ー
ト
行
政
経
営
」
の

い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
情
報
発
信
が
重
要

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

問

一般会計決算特別委員会での関係書類審一般会計決算特別委員会での関係書類審査査

答

I
C
T
を
活
用
し
た
情
報
発
信
は

問 市
有
財
産
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
を

答 　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
塚
　
　
　
理

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
朝
田
　
　
充

　　「令和２年度大阪府茨木市一般会計決算」
の審査が付託された一般会計決算特別委員
会は、長谷川 浩委員（大阪維新の会）を委
員長に選任し、9 月 13 日・14 日・15 日
の３日間にわたり、関係書類の審査を行っ
たのち、16 日に質疑を行い、委員会として
の採決を行いました。その後、9 月 24 日
の最終本会議における採決で、賛成者多数
で認定しました。
　ここでは、一般会計決算特別委員会での
主な質疑応答の要旨を掲載しています。

一般会計
決算特別委員会
質　疑

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
順
子

（※１）プッシュ型：ユーザーが能動的な操作を行なわなくても、必要な情報が自動的に配信されるタイプの
技術やサービスのこと。

（※２）DX 宣言：市民の皆さまの生活の質の向上をめざし、DX（デジタルトランスフォーメーション＝ IT の
浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること）により、市役所をより
良く変えていくための宣言。
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一般会計決算特別委員会質疑

市
議
会

だ
よ
り

度
は
931
万
円
、
令
和
２
年
度
は
947
万
円
で

あ
り
、
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、
増
加
の

要
因
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。剪

定
費
用
の
増
加
の
要
因
に
つ
い

て
は
、
労
務
単
価
の
増
額
や
落
ち

葉
対
策
や
安
全
対
策
な
ど
、
市
民
の
樹
木

剪
定
に
対
す
る
要
望
の
増
加
と
考
え
て
い

る
。

し
て
い
る
。
ア
プ
リ
登
録
者
数
は
、
平
成

30
年
度
が
１
万
７
，
４
２
４
、
令
和
元
年

度
が
２
万
３
，
８
０
８
、
令
和
２
年
度
が

３
万
２
，
４
２
０
と
な
っ
て
い
る
。
普
及

率
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
末
時
点
に

お
け
る
世
帯
数
を
基
に
算
出
す
る
と
、
約

25
％
の
世
帯
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ご
み
分
別
の
多
言
語
版
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
は
、
何
か
国
語
に
対
応
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ご
み
分
別
ア
プ
リ

も
多
言
語
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。
さ
ら

に
、
過
去
３
年
間
の
ア
プ
リ
登
録
者
数
の

状
況
は
ど
う
か
。
普
及
率
は
ど
れ
ぐ
ら
い

な
の
か
。ご

み
分
別
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、

英
語
、
韓
国
語
、
中
国
語
に
対
応

し
て
お
り
、
ア
プ
リ
で
は
、
多
言
語
版

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

答 問 ご
み
分
別
ア
プ
リ
の
利
用
状
況
は

会 計 区 分 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差　引
一 般 会 計 126,973,659,091 125,128,849,673 1,844,809,418

特
別
会
計

財 産 区 5,169,317,715 96,316,487 5,073,001,228
国 民 健 康 保 険 事 業  27,182,335,569 26,131,775,125 1,050,560,444
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 4,474,846,226 4,310,798,962 164,047,264
介 護 保 険 事 業 19,806,535,048 19,318,703,996 487,831,052

合 計 183,606,693,649 174,986,444,243 8,620,249,406
下 水 道 等 事 業 会 計

（ 収 益 的 収 支 ） 7,210,891,277 6,173,475,386 1,037,415,891

水 道 事 業 会 計
（ 収 益 的 収 支 ） 5,966,081,413 5,072,160,212 893,921,201

[ 令和２年度各会計別歳入歳出決算額 ］[ 令和２年度各会計別歳入歳出決算額 ］ （単位：円）（単位：円）

　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　
円
藤
　
こ
ず
え

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
大
村
　
卓
司

　
い
ば
ら
き
未
来
の
会

　
　
　
　
　
　
安
孫
子
　
浩
子

非
認
知
能
力
（
※
３
）
育
成
事
業

の
１
つ
と
し
て
昨
年
度
か
ら
開
始

し
た「
茨
木
っ
子
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
」

に
つ
い
て
、
取
組
状
況
と
導
入
効
果
は
ど

う
か
。
ま
た
、
本
市
独
自
の
特
徴
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

令
和
２
年
度
の
取
組
み
と
し
て

は
、
小
中
学
校
に
お
い
て
、
子
ど

も
達
が
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
に
、
学
年

の
始
ま
り
や
学
期
ご
と
の
振
り
返
り
、
行

事
の
振
り
返
り
を
記
入
し
て
い
る
。
さ
ら

に
小
学
校
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
達
が
記

入
し
た
内
容
に
、
保
護
者
の
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
非
認
知
能
力
の
育
成

は
、
短
期
間
で
成
果
が
出
る
も
の
で
は
な

い
が
、
継
続
す
る
こ
と
で
、
自
分
を
見
つ

問 非
認
知
能
力
育
成
事
業
の
効
果
は

答

児
童
遊
園
の
除
草
等
の
日
常
管
理

は
地
元
自
治
会
に
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
自
治
会
で
は
対
応
で
き
な

い
剪
定
に
つ
い
て
は
、
別
途
発
注
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
剪
定
に
係
る
費
用

は
、
平
成
30
年
度
は
832
万
円
、
令
和
元
年

問 児
童
遊
園
の
剪
定
費
用
増
加
の
要
因
は

市
内
を
巡
回
し
て
い
る
移
動
図
書

館
と
も
し
び
号
に
つ
い
て
、
年
間

約
780
万
円
の
委
託
料
を
支
払
っ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
契
約
内
容
か
。
ま
た
、

毎
年
同
じ
業
者
に
委
託
し
て
い
る
の
か
。

さ
ら
に
、
利
用
者
か
ら
の
本
の
要
望
等
は

受
け
付
け
て
い
る
の
か
。

契
約
内
容
に
つ
い
て
は
、
水
曜
日

か
ら
日
曜
日
ま
で
の
５
日
間
、
指

定
す
る
日
及
び
地
域
を
運
行
し
て
お
り
、

委
託
料
に
は
車
両
の
燃
料
費
、
維
持
費
、

人
件
費
を
含
ん
で
い
る
。
支
払
い
は
月
額

固
定
で
、
不
定
期
な
イ
ベ
ン
ト
や
学
童
保

育
室
の
団
体
貸
出
等
に
も
出
動
し
て
い

る
。
業
者
は
、
車
両
の
更
新
時
以
外
は
同

じ
業
者
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
図
書
館
と

同
様
に
、
利
用
者
か
ら
の
予
約
や
要
望
に

応
じ
て
い
る
。

問 移
動
図
書
館
の
運
営
は

答

答

（※３）非認知能力：意欲、協調性、思いやりなどの数値化できない内面的な力のこと。

ごみ分別アプリ「茨ごみプリ」ごみ分別アプリ「茨ごみプリ」

め
る
力
や
自
己
有
用
感
を
持
つ
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。
学
習
指
導
要
領
で
は

小
学
校
就
学
時
か
ら
の
取
組
み
と
な
っ
て

い
る
が
、
本
市
独
自
の
取
組
み
と
し
て
、

４
歳
児
か
ら
始
め
て
い
る
。


